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重点的検討課題② クリエイティブ人材の育成・集積・活用
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１． オープニングセッション
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羽田さん
・職人の業界は全国的に生産力が落ちていて、売れていたものが売れなくなってい
る。行政は、「減ってきた職人たちをどう増やしてどう育てるか」というように、
技術に対して補助金などの支援をしているが、そもそも売れる構造が成り立ってい
ない。なぜ新しい道をつくるプロデューサー側を育てる構造がないのか。プロデュ
ーサーを育てた方が、僕は絶対にいいと思っている。

明石さん
・1、2店舗だけではどうしようもなくても、20、30店舗となって、やっとそのま
ちの魅力が認められるタイミングが来る。建物自体がインフラというわけではなく
て、そのまちに魅力を感じた人が来て、そこに新しい風が入って、「そのまちに何
か魅力があるんじゃないか」と、また人が呼び寄せられる。これ自体がインフラで
はないか。そんな好循環が起こるようなインフラをつくっていけたらよい。

・ディレクター、プロデューサーという立ち位置の人は苦労してないというか、で
きて当たり前というか、支援が必要ないと思われている。

クリエイティブ人材の育成に関するご意見
地域での取り組みを加速させる“新しいインフラ”とは
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２．地域産業×新しいモデル
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既存産業が「変わる」ポイント

岩本さん
・社会や経済は少しずつ変わっているが、まだいけるという発想で「茹でガエル」になって
しまう企業が多い。

林さん
・時間の移り変わりとともに事業の変化が必要だがなかなか難しい。会社が変化できるタイ
ミングは不況と代が変わるとき。
・「こういうことをやっている会社がありますよ、それを支援してくれる人は一緒にこの会
社を成長させてくれないか」といった気持ちで、“社会に対して会社を開く”ことが必要。現
代の経営者は、たとえ下請けだとしても社会に開かないといけない。

島田さん（株式会社杉山製作所：鉄家具メーカー）
・売上が最盛期比で約3分の1に減少。受けている仕事に未来がないことが明確だった。何
とかしなければとBtoBからBtoCへ舵を切る。自社で製造し価格が決められるように。

梶川さん（株式会社フジタ：アルミ鋳造金型等製造）
・加工業において自分たちの意見、クリエイティブを発揮できないことは不満だった。代表
就任後、会社の次なる柱を探すためイノベーションスクールを受講。クラウドファンディン
グで目標を達成し、工場内にミュージアムを立上げ。
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林さん
・いままでの経営は、不満を解決するという意味で「技術」が大切だった。
これからの経営は、「デザイン」。商品やサービスのことをどう伝えるのかや、
そもそも人は何に喜びを感じるのかということを考えないと経営していけない。

・現代は、私たちの生活が満たされている。何かを選択するときのポイントが「技
術」ではなく「デザイン」の領域になっている。いままで製造業はつくることだけ
に特化できたが、これからは製造業こそがクリエイティブに取り組んでいかなけれ
ばならない。

ものづくり企業にどうクリエイティブを活用していくべきか
製造業が取り組むべき「デザイン経営」

職場に対して「愛着や誇りがある」「成長するための学びや経験ができる環境が
ある」「夢や目標を実現できる場である」という設問について、
製造業は、他の職業分野に比べて『いいえ』側が多い。

（令和4年度ウェルビーイング県民意識調査）

→結果も踏まえ、ものづくり企業にどうクリエイティブを活用していくべきか。
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梶川さん
・日本の製造業はマーケットが縮小していくと思う。ものをつくる力よりも、アイ
ディアをつくり出す力の方が大事になる。

・現場があるからこそものをつくれる。ものづくりの現場は大事。現場を維持しつ
つ、社員も私も様々な新しいことにチャレンジし続けられる会社にしていきたい。

島田さん
・職人がかっこいいということを伝え続けたい。ものづくりの現場や職人を見て『
杉山製作所の商品が欲しい』と言ってくれる人を国内外に増やしていきたい。

・会社を大きくするわけではなく、職人たちがちゃんと好きなものづくりをできる
ような環境をつくっていきたい。

・近年は社内プレゼンに力を入れている。会社がどうありたいのかをしっかりと社
員に伝えることが経営者の役割であり、デザイン経営にも繋がるのではないか。

未来はどう変わり、自分たちはどうなっていたいか
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